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史
観
第
一
七
八
冊
一
〇
八
井
内
敏
夫
教
授
　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
年
　
譜
一
九
四
七
年　
五
月	
井
内
直
行
・
恵
笑
子
の
長
男
と
し
て
徳
島
県
勝
浦
郡
小
松
島
町
（
現
、
小
松
島
市
）
で
誕
生
一
九
六
〇
年　
三
月	
小
松
島
市
立
南
小
松
島
小
学
校
卒
業
一
九
六
三
年　
三
月	
徳
島
大
学
学
芸
学
部
附
属
中
学
校
（
現
、
鳴
門
教
育
大
学
附
属
中
学
校
）
卒
業
一
九
六
六
年　
三
月	
徳
島
県
立
城
南
高
等
学
校
卒
業
一
九
六
七
年　
四
月	
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
入
学
一
九
七
一
年　
三
月	
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
西
洋
史
専
修
卒
業
　
　
同　
　
　
四
月	
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
史
学
（
西
洋
史
）
専
攻
入
学
　
　
同　
　
一
〇
月	
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
歴
史
学
部
留
学
（
～
七
三
年
八
月
）
一
九
七
四
年
一
一
月	
早
稲
田
大
学
第
二
文
学
部
西
洋
文
化
専
修
副
手
（
～
七
七
年
三
月
）
一
九
七
五
年　
三
月	
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
史
学
（
西
洋
史
）
専
攻
修
了
　
　
同　
　
　
四
月	
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
史
学
（
西
洋
史
）
専
攻
入
学
井
内
敏
夫
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
〇
九
一
九
七
七
年　
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
部
助
手
一
九
八
一
年　
三
月	
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
史
学
（
西
洋
史
）
専
攻
退
学
　
　
同　
　
　
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
部
専
任
講
師
一
九
八
一
―
八
二
年	
早
稲
田
大
学
教
員
組
合
中
央
執
行
委
員
一
九
八
四
年　
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
部
助
教
授
　
　
同　
　
　
九
月	
早
稲
田
大
学
第
二
文
学
部
教
務
副
主
任
（
学
生
担
当
）（
～
八
六
年
九
月
）
一
九
八
七
年　
四
月	
在
外
研
究
：
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・
メ
ン
バ
ー
（
～
八
八
年
三
月
）
一
九
八
九
年　
四
月	
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
一
九
九
一
年　
四
月	
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
一
九
九
四
年　
九
月	
早
稲
田
大
学
第
二
文
学
部
教
務
主
任
（
学
生
担
当
）（
～
九
六
年
九
月
）
一
九
九
七
年　
四
月	
在
外
研
究
：
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
歴
史
研
究
所
、
客
員
研
究
員
（
～
九
八
年
三
月
）
二
〇
〇
七
年　
四
月	
文
学
学
術
院
文
化
構
想
学
部
の
発
足
に
伴
い
、
社
会
構
築
論
系
に
所
属
二
〇
〇
八
年　
四
月	
特
別
研
究
員
（
～
〇
九
年
三
月
）、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
歴
史
研
究
所
、
客
員
研
究
員
（
〇
八
年
一
〇
月
～
〇
九
年
二
月
）
〔
吉
祥
女
子
中
・
高
等
学
校
、
國
學
院
大
學
、
明
治
大
学
、
東
京
外
国
語
大
学
、
北
海
道
大
学
（
集
中
講
義
）
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
た
〕
主
要
著
作
目
録
著
書
・
編
著
・
編
書
一
九
八
〇
年　
七
月	
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
の
歴
史
』（
山
本
俊
朗
先
生
と
の
共
著
）　
	
三
省
堂
選
書
七
五
一
九
九
八
年
一
二
月	
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
バ
ル
ト
史
』（
伊
東
孝
之
、
中
井
和
夫
氏
と
共
編
著
）　
山
川
出
版
社
二
〇
〇
七
年　
三
月	
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な
か
の
エ
リ
ー
ト
―
―
生
成
・
機
能
・
限
界
』（
編
著
書
）（
シ
ト
ー
会
修
道
院
『
ヘ
ン
リ
ク
フ
の
史
観
第
一
七
八
冊
一
一
〇
書
』
に
み
る
一
三
世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
変
容
）　
太
陽
出
版
	
二
〇
一
七
年　
六
月	
『
ロ
シ
ア
・
東
欧
史
に
お
け
る
国
家
と
国
民
の
相
貌
』（
編
書
）　
晃
洋
書
房
論
文一
九
七
九
年　
三
月	
タ
デ
ウ
シ
ュ
・
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
ュ
コ
と
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命　
『
史
観
―
―
文
化
交
流
の
諸
問
題
』
第
一
〇
〇
冊
一
九
八
〇
年　
五
月	
一
八
四
六
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
―
―
ク
ラ
ク
フ
蜂
起
と
ガ
リ
ツ
ィ
ア
農
民
運
動
―
―　
『
東
欧
史
研
究
』
第
三
号
　
　
同　
　
　
六
月	
マ
テ
ウ
シ
ュ
・
ブ
ト
ゥ
リ
モ
ー
ヴ
ィ
チ
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
国
に
と
っ
て
有
益
な
公
民
に
す
る
方
法
』（
一
七
八
九
）　
『
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
研
究
』
第
八
・
九
合
併
号
一
九
八
二
年　
一
月	
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
抵
抗
運
動　
『
比
較
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
』
所
収
（
成
文
堂
）　
　
　
同　
　
一
〇
月	
ポ
ー
ラ
ン
ド
四
年
議
会
（
一
七
八
八
―
九
二
）
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
都
市　
『
史
観
』
第
一
〇
七
冊
一
九
八
三
年　
三
月	
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
防
壁
」
論
の
歴
史
的
考
察　
『
ソ
連
東
欧
社
会
の
新
研
究
』（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
研
究
シ
リ
ー
ズ
一
五
）
一
九
八
四
年　
八
月	
ポ
ー
ラ
ン
ド
四
年
議
会
と
社
会
の
近
代
化
―
―
一
七
九
一
年
都
市
法
を
中
心
に
し
て
―
―　
『
歴
史
評
論
』
第
四
一
二
号
一
九
八
六
年　
六
月	
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
リ
ベ
ル
ム
・
ヴ
ェ
ト
考
―
―
そ
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
―
―　
『
ソ
連
東
欧
地
域
の
史
的
研
究
』（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
研
究
シ
リ
ー
ズ
二
一
）
　
　
同　
　
一
二
月	
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
コ
ナ
ル
ス
キ
の
著
書
に
み
る
リ
ベ
ル
ム
・
ヴ
ェ
ト　
『
社
会
科
学
討
究
』（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
）
第
九
三
号
一
九
九
〇
年　
三
月	
一
四
―
一
五
世
紀
前
半
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
王
と
国
家
と
社
会
―
―
共
和
主
義
の
起
源
―
―　
『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
第
三
七
号
一
九
九
一
年　
三
月	
ジ
ェ
チ
ポ
ス
ポ
リ
タ
、
あ
る
い
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
共
和
主
義
の
伝
統
に
つ
い
て　
『
史
観
』
第
一
二
四
冊
　
　
同　
　
　
九
月	
一
二
五
三
年
の
ポ
ズ
ナ
ン
市
の
ロ
カ
ー
ツ
ィ
ア
―
―
そ
の
事
業
過
程
と
空
間
的
構
造
を
中
心
に
し
て
―
―　
『
ロ
シ
ア
・
東
欧
の
歴
史
と
文
化
』（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
研
究
シ
リ
ー
ズ
二
九
）
井
内
敏
夫
教
授　
年
譜
・
主
要
著
作
目
録
一
一
一
一
九
九
二
年　
二
月	
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
に
お
け
る
三
つ
の
自
由　
仲
手
川
良
雄
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
自
由
の
歴
史
』
所
収
、（
南
窓
社
）
　
　
同　
　
　
九
月	
中
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
騎
士
の
連
盟
―
―
一
三
五
二
年
の
ヴ
ィ
エ
ル
コ
ポ
ル
ス
カ
の
運
動
―
―　
野
崎
直
治
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
乱
と
革
命
』
所
収
、（
山
川
出
版
社
）　
　
　
同　
　
一
一
月	
一
三
世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市
改
革
と
「
ド
イ
ツ
法
」
―
―
一
二
五
三
年
の
ポ
ズ
ナ
ン
の
「
建
設
」
特
許
状
を
中
心
に
し
て
―
―　
山
本
俊
朗
編
『
ス
ラ
ヴ
世
界
と
そ
の
周
辺
』
所
収
、（
ナ
ウ
カ
）
	
一
九
九
五
年　
七
月	
シ
ュ
ラ
フ
タ
共
和
政
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
お
国
柄　
和
田
春
樹
他
編
『
講
座
ス
ラ
ブ
の
世
界
三
、
ス
ラ
ブ
の
歴
史
』
所
収
、（
弘
文
堂
）
一
九
九
六
年
一
二
月	
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
家
時
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
国
王
選
挙
と
シ
ュ
ラ
フ
タ　
阪
東
宏
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
論
集
』
所
収
、（
三
省
堂
）
二
〇
〇
〇
年　
二
月	
初
期
中
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貢
租
「
ナ
ジ
ャ
ズ
」
に
つ
い
て　
中
山
昭
吉
、
松
川
克
彦
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
の
新
地
平
―
―
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
ま
な
ざ
し
―
―
』
所
収
、（
昭
和
堂
）
二
〇
〇
二
年　
三
月	
初
期
中
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
運
搬
と
交
通
奉
仕
義
務
：
プ
シ
ェ
ヴ
ド
を
中
心
に　
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
七
輯
・
第
四
分
冊
二
〇
〇
四
年　
三
月	
初
期
中
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
騎
士
の
権
利
と
大
土
地
所
有
―
―
ル
ー
シ
へ
の
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て
―
―　
鈴
木
健
夫
編
『
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
―
交
差
す
る
歴
史
世
界
―
―
』
所
収
、（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
　
　
同　
　
一
一
月	
前
近
代
と
近
代
の
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
―
―
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
制
観
念
を
か
い
ま
み
る
―
―　
小
倉
欣
一
編
『
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
と
西
―
―
共
和
政
の
理
念
と
現
実
―
―
』
所
収
、（
山
川
出
版
社
）
二
〇
〇
五
年
一
二
月	
戴
冠
祭
式
書
に
み
る
中
近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
権
へ
の
神
の
宿
り
方
―
―
テ
オ
ク
ラ
シ
ー
的
専
制
と
合
意
―
―　
『
西
洋
史
論
叢
』
第
二
七
号
二
〇
〇
八
年　
三
月	
盛
期
中
世
に
お
け
る
植
民
法
と
し
て
の
ド
イ
ツ
法
と
そ
の
起
源
―
―
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ジ
ェ
ン
タ
ー
ラ
の
論
文
紹
介
を
中
心
と
し
て
―
―　
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
の
構
築
」
研
究
報
告
集
第
二
四
号
史
観
第
一
七
八
冊
一
一
二
『
中
世
ロ
シ
ア
の
法
と
社
会
』（
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
）
分
担
執
筆
一
九
八
七
年　
六
月	
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
―
―
そ
の
一
―
―　
阪
東
宏
編
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
入
門
』
所
収
、（
三
省
堂
）
一
九
九
四
年
一
一
月	
ポ
ー
ラ
ン
ド
封
建
社
会
の
形
成
と
そ
の
展
開　
野
崎
直
治
編
『
概
説
西
洋
社
会
史
』
所
収
、（
有
斐
閣
選
書
五
〇
四
）
報
告
書
二
〇
〇
三
年　
三
月	
『
初
期
中
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
家
・
社
会
構
造
―
―
公
の
権
利
体
制
―
―
の
研
究
』　
『
平
成
一
一
―
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
』
二
〇
〇
七
年　
三
月	
中
近
世
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ジ
ェ
ム
ス
キ
法
の
史
料　
『
近
世
ロ
シ
ア
に
お
け
る
法
文
典
の
史
料
学
的
な
ら
び
に
文
献
学
的
研
究
』（
平
成
一
六
年
度
―
平
成
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｂ
―
一
研
究
成
果
報
告
書
）
そ
の
他
一
九
八
一
年　
一
月	
一
九
八
〇
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
民
族
性　
『
世
界
史
の
し
お
り
』
，八
一
～
二
二
（
帝
国
書
院
）
一
九
八
二
年　
四
月	
第
一
次
大
戦
以
前
に
お
け
る
日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係　
『
日
本
と
東
欧
諸
国
の
文
化
交
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
（
東
欧
史
研
究
会
・
日
本
東
欧
関
係
研
究
会
）
一
九
八
九
年　
五
月	
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
現
代
―
―
東
欧
、
一
九
八
八
年
の
回
顧
と
展
望
―
―
）　
	『
史
学
雑
誌
』
第
九
八
編
第
五
号
一
九
九
九
年
一
〇
月	
Ｇ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ツ
キ
ー
著
（
松
木
栄
三
訳
）『
東
西
ロ
シ
ア
の
黎
明
―
―
モ
ス
ク
ワ
公
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
公
国
―
―
』
を
読
ん
で　
『
風
の
た
よ
り
』
第
一
〇
号
（
風
行
社
）
二
〇
〇
四
年　
五
月	
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
中
世
―
―
東
欧
、
二
〇
〇
三
年
の
回
顧
と
展
望
―
―
）　
	『
史
学
雑
誌
』
第
一
一
三
編
第
五
号
　
　
同　
　
一
二
月	
ウ
ー
リ
ー
・
オ
ル
レ
ブ
著
（
母
袋
夏
生
訳
）『
壁
の
む
こ
う
か
ら
来
た
男
』
他　
『
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
研
究
』
第
二
〇
号
